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子ども議会を開催しました
　２月１５日（木）村役場の議場で泉崎村子ども議会を開催しました。
　子ども議会は泉崎第一小学校代表児童１０名（６年生）を議員とし、その中から正副議長のほか、
代表質問者６名を選出しました。
　代表質問者による質問に対して村の執行部が答弁を行う、村議会本番さながらの模擬議会でした。
　子ども議員は一人ずつ登壇し、泉崎６次産業館の活用、通学路への街灯設置などさまざまな分野
について、イラストを掲げるなどしながら、はきはきと質問しました。

広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-ken
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泉崎村子ども議会を開催
　２月 15 日㈭村役場議場で平成 29 年度泉崎村子ども議会を開催しました。
　次世代を担う村の子どもたちが「子ども議会」を通じて行政及び村議会の仕組みについて学び、自分たちが暮
らす地域について自由な発想や視点から考え、質問することで子どもの主体性をはぐくみ、また、意見を村づく
りに反映させることを目的として開催しました。
　泉崎第一小学校六年生から選出された 10 名（１名欠席）の子ども議員の皆さんはそれぞれ村づくりについて質
問し、それに対して村長、担当課長が考えを答えました。

お土産屋さんを作ってほしい
　私は村にお土産屋さんを作ってほしいです。例えば、いずみちゃんのキーホルダーや埴
輪のクッキー、観光マップなどを商品にしてほしいです。ＰＲもでき村を訪れる人も増え
るのではないかと考えていますがどのように考えていますか。

　　　お土産屋さんを作ってほしいということでありますが、村にはこれといった特産品
がありません。そこで４号線沿いに村の特産品開発と直売所を兼ねた泉崎６次産業館を整
備しました。ご提案いただきました、「キーホルダー」や「クッキー」などの商品化につきましても実行委員会の
皆さんと一緒に検討して参りたいと考えております。また、お客様に自由に見ていただくことのできる観光マッ
プや村のＰＲチラシを店頭に置いて村の良さを伝えたり、人々が物を売ったり買ったりする中心の場としていく
予定でおります。

答

須藤咲来議員
 すとう　 さくら

小林真緒議長
こばやし  ま　お

小山大星副議長
こやま  たいせい

丸山遥希議員
まるやま  はるき

長久保遥議員
な が く ぼ  はるか
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街灯をつけてほしい
　私は学校からの帰り道、クラブ等をやっていると暗くなってしまい、街灯や民家のある
ところは明るいが暗い道もあり危険です。交通事故防止のためにも街灯がほしいです。ま
たクラブ等で帰りが遅くなって真っ暗だと通学路の前が見えず、つまづきそうになったこ
ともありました。家の人が来ないと一人で帰ることになり、不審者がいたらと不安です。
以上のことから街灯をつけてほしいと考えますがどのように考えていますか。

　　　村では現在、各地域からの要望などにより順次、防犯灯の設置を進めております。また、現在設置されて
いる防犯灯で蛍光灯のものを省エネ電灯である LED 灯に切り換える事業を行っています。役場でも気づかないと
ころがあると思いますので、通学路の中で、この辺に必要だなと感じるところがありましたら、そういった場所
を保護者や先生に説明して頂きたいと思います。調査をしながら、計画を立てていきたいと思います。

中山　晟議員
なかやま　　じょう

答

地下施設をつくってほしい
　日本は戦後75年くらい平和が続いていたのに、また、戦争になり巻き込まれるかもし
れません。戦争になってから地下施設を作っても遅いのではないでしょうか。また、Jア
ラートでの対策でも、鳴ったら一番近い地下施設に避難できるように、数箇所地下施設を
つくってほしいと考えますがどのように考えていますか。

　　　議員が自分たちのことだけでなく、世界の事に目を向けていることに感心し、また、
色々な知識を持っている事を感じました。今の日本としては情報を知らせることに主点をおいており、いざJアラー
トが鳴ってもどこが安全なのかが不明な状態です。
　子供に戦争の心配をさせてしまい、大人の一人として申し訳なく思っています。これまでの北朝鮮と韓国との
関係、そして大国アメリカとの関係など歴史的背景があります。戦争にならないよう、これからも平和を守って
いきたいです。

金澤桜介議員
かなざわ おうすけ

答

イベントを行ってほしい
　私は、村には村全体で行う行事はいくつかありますが、冬に行う行事がありません。人
の集まる場所のイルミネーションやライトアップをすればいいのではないでしょうか。も
う一つは今年のふくしま駅伝で村の部優勝をしましたが、この結果を続けていくために、
スポーツ大会を行ってほしいです。地域の人たちの交流が深まるのではないでしょうか。
さらに体力の向上にもなるのではないでしょうか。また、村の山や森の特徴にあったイベ

ントを作れば村外からの人々も来たり、村の人たちの体力向上も出来たりするのでもっとたくさんのイベントを
増やしてほしいと考えますがどのように考えていますか。

　　　村で現在行っているイベントは春には桜ウォーク、秋には産業収穫祭や文化祭、各種団体主催によるそば
打ち交流会、餅つき交流会、とうやんぼう等がありますが、冬の大きなイベントはありません。主催する団体と
協議しながら検討します。また、ライトアップやイルミネーションについては、村全体の取り組みとして関係す
る団体等や各方面からの意見を聞きながら検討していきたいです。
　スポーツ大会についてですが、現在村では各種大会が開催されています。しかし、陸上競技場は除染で出た除
去物の仮置き場となっており使用できません。今年の６月までには運び出しが完了する予定です。その後復元し
て利用できるよう工事を行います。再利用スタートには記念イベントを検討しております。クロスカントリー大
会につきましては、先進事例を参考にしながら色々な面で検討していきたいと思います。

橋本　楓議員
はしもと　  かえで

答
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さつき公園にペットカフェを作ってほしい
　最近パンダのシャンシャンのことが話題になっており、動物とふれあいたいと思ってい
ても実際遠くて行けません。親も子どもたちも仕事の疲れやストレスを動物とふれあうこ
とで和らげることができるので、村にもペットカフェをつくってほしいと考えますがどの
ように考えていますか。

　　　福島県内にも何店舗かあるようですが、飼い主を待っているお店とか経営者の猫
とか様々です。毎日別な人たちと触れ合うことで動物のほうがストレスにならないよう良く面倒をみてくれる方、
いつも衛生管理面に気をつけている方でないとなかなか難しい面があると思います。また、猫は好きだけど犬は
嫌いその反対の人やどちらも嫌いといった人もいて、さつき公園内にはなかなか難しい問題もあります。今後情
報収集などをしていきたいと思います。

野崎凌一議員
のざき りょういち

答

屋内施設で遊べるところを作ってほしい
　雨や雪、風等で外で遊べないときがあり、屋内施設があれば、天気を気にせず遊べ、思いっ
きり体を動かせます。子どもだけでなく、大人の利用もあるのではないでしょうか。また、
屋内プールがあると良いのではないでしょうか。やはり、天候季節関係なく利用できるの
で、体力、競技力向上になるのではないかと考えていますがどのように考えていますか。

　　　現在村にあります屋内運動場はトレーニングセンターと中央公民館脇にあります屋内
ゲートボール場だけです。例えば、野球場や水泳プールなどを考えた場合の屋内施設建設には大きな建設費がかかり
ます。そこで村は国や県から補助金をいただいて建設することとなりますが、日本全国で同じ考えを持っている市町
村が多いと思いますので、国や県から補助金がいただけるよう研究していきたいと思います。また、トレーニングセ
ンターや屋内ゲートボール場をフットサル等の練習や、体力づくりに使用できないか検討したいと思います。

本柳陸人議員
もとやなぎ りくと

答

最後に久保木村長より全体を通しての答弁がありました。

お土産屋さんを作ってほしい
　泉崎村を大勢に知って欲しいという考えに感動しま
した。村の特産品開発を何とか６次産業館で実現した
いです。また、村マスコットのいずみちゃんは、原
山古墳から出土した埴輪をモチーフにしているので、
PR しながらやっていきたいです。

街灯をつけてほしい
　以前から通学路を優先に蛍光灯から LED 灯に交換
していますが、暗い場所があれば、お父さん、お母さん、
先生に伝えてください。そこから地元議員さん、区長
さんを通して村へ要望されますので、改善されていく
と思います。

地下施設をつくってほしい
　いろんな報道がされて皆さんの不安をあおっていま
す。戦争にならにように、大人として心配をかけない
ようにしていきます。

屋内施設で遊べるところを作ってほしい
　実は東日本大震災後に考えたことがありました。た
だし、負担が大きく、村だけの予算では難しいです。
今後、国、県に働きかけて実現できればと考えていま
す。

さつき公園にペットカフェを作ってほしい
　野崎議員の動物好き、やさしさが伝わってきました。
穏やかな気持ちになれる、動物とのふれあいは大切だ
と思います。管理衛生上、実現は難しいかもしれませ
んが、検討していきたいと思います。

イベントを行ってほしい
　村民体育祭とか昔はやっていたが、今はやっていな
いものがあります。冬場のイベントを何か考えていき
ます。クロスカントリーについては、さつき温泉の周
りを回るコースを考えています。活用できる補助金が
あるか確認したいと思います。
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学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
校
の
教
育
活
動
で
は
、
地

域
の
方
々
が
お
持
ち
の
知
識
や

技
術
を
得
た
い
場
面
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
作
り
（
生
活
科
）
、

カ
ッ
タ
ー
や
の
こ
ぎ
り
の
使
い

方
（
図
工
）
、
玉
結
び
や
ミ
シ

ン
の
使
い
方
（
家
庭
科
）
な
ど

の
技
術
面
は
、
教
師
の
指
導
の

み
で
は
、
な
か
な
か
児
童
全
員

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

自
分
の
生
き
が
い
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
、
た
く
さ
ん
の
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
教
育

活
動

・
読
み
聞
か
せ

・
野
菜
作
り

・
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
や
の
こ
ぎ

　

り
の
使
い
方

・
ミ
シ
ン
の
使
い
方

・
調
理
実
習
の
お
手
伝
い

・
戦
争
の
話

・
英
語
指
導

・
花
壇
づ
く
り
等
々

○
そ
の
他

　

「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま

し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
チ

ラ
シ
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
」
の
裏
面
に
申
込
み
用

紙
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
用
紙
を
利
用
す
る
か
、

又
は
次
の
連
絡
先
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

○
一
次
締
切　

３
月
20
日
㈫

　

そ
の
後
も
随
時
受
付
を
い
た

し
ま
す
。

○
連
絡
先

村
教
育
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

泉
崎
第
一
小
学
校

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
７
１
３

泉
崎
第
二
小
学
校

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
３
３

泉
崎
中
学
校

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
１
２

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め

に
、
学
校
の
教
育
活
動
や
環
境

整
備
な
ど
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

自
分
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い

る
、
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
自
分

の
意
志
で
、
で
き
る
人
が
、
で

き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を

し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

○
教
員
や
地
域
の
大
人
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
ま

す
。

　

教
員
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な

い
業
務
等
に
つ
い
て
地
域
が
支

援
す
る
こ
と
で
、
教
員
が
教
育

活
動
に
専
念
で
き
、
よ
り
多
く

の
時
間
を
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
多
様

な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
の

大
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
、

多
様
な
学
習
機
会
や
学
習
活
動
、

部
活
動
の
充
実
、
学
校
の
環
境

整
備
等
が
一
層
図
ら
れ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
地
域

に
対
す
る
理
解
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
関
心
も
高
ま
り
ま
す
。

○
地
域
住
民
が
自
ら
の
学
習
成

果
を
生
か
す
場
が
広
が
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
こ
れ
ま
で
生
涯

学
習
で
学
ん
で
き
た
知
識
や

経
験
等
を
生
か
す
場
が
広
が
り
、

自
己
実
現
や
生
き
が
い
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
地
域
の
教
育
力
の
活
性
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
学
校
で
活
動
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
教
育
力
が

向
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

の
絆
が
強
ま
り
、
地
域
が
活
性

化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
き
く
分

け
て
「
学
習
支
援
」
と
「
環
境

支
援
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

知
識
や
資
格
な
ど
が
必
要
な

「
専
門
的
支
援
」
と
、
比
較
的

誰
で
も
で
き
る
よ
う
な
「
一
般

的
支
援
」
が
あ
り
ま
す
。

問
村
教
育
課

　
　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３
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泉
崎
村
の
子
ど
も
を
守
る 

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
地
域
ス
ク
ラ
ム
応
援
隊
」
募
集

　

泉
崎
村
教
育
委
員
会
で
は
、

昨
年
７
月
に
登
校
途
中
の
通
学

路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

を
守
る
た
め
、
「
地
域
ス
ク
ラ

ム
応
援
隊
」
を
結
成
し
、
計
23

名
の
隊
員
の
方
々
に
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、

見
守
り
体
制
を
更
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
新
た
に
「
地
域
ス

ク
ラ
ム
応
援
隊
」
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

　

泉
崎
村
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
守
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
活
動
内
容

⑴
朝
の
登
校
時
の
見
守
り
活
動

が
主
な
活
動
で
す
。

⑵
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
歩
い
た
り
、
自
宅
前
や

学
校
か
ら
指
定
さ
れ
た
ポ
イ

ン
ト
に
立
っ
て
見
守
り
活
動

を
行
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

村
教
育
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

泉
崎
第
一
小
学
校

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
７
１
３

泉
崎
第
二
小
学
校

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
３
３

　

保
険
加
入
の
た
め
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
住
所
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　

ま
た
、
見
守
り
場
所
に
つ
い

て
確
認
い
た
し
ま
す
。

問
村
教
育
課

　
　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

№ 場　所

１ 太田川字原山　東西運輸前　交差点

２ 泉崎字上狐山　㈱酒井ステンレス 白河工場付
近　交差点

３ 泉崎字根岸　㈲ワイズオート付近　交差点

４ 泉崎字寄井前　㈲丸豊モータース商会　付近

５ 泉崎字寄井前　４号線方面から一小へ向かう横
断歩道付近

６ 泉崎字八ヶ代　昌建寺から一小へ向かう道

７ 泉崎字新宿　防災センター前交差点付近

８ 泉崎字日渡山　真鍋ストアー付近踏切

９ 泉崎字行屋　袖ヶ丘コーポ付近交差点

10 泉崎字天王山　天王台ニュータウン入口付近

11 泉崎字桎内　四辻交差点

№ 場　所

１ 北平山字新田　点滅信号交差点

２ 関和久字八雲神社　二小裏八雲ニュータウ
ン入口付近

３ 関和久字如信沢　シーピー化成㈱付近

４ 関和久字上町　木野内商店付近

５ 関和久字下町　点滅信号交差点付近

６ 関和久字下原　大野給油所付近

７ 関和久字新林　屠胴塚貯水池付近

見守り場所の一例
第一小学校 第二小学校

　この場所以外（自宅前など）での見守りも
可です。

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。
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引
越
し
の
際
は
、
住
所
の
異
動
手
続
を
忘
れ
ず
に
！

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届

（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届

な
ど
）
は
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な

手
続
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
住
所
」
は
、
最

新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

市
区
町
村
窓
口
で
の
「
正
確
な

住
所
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

泉崎村のペンキ屋です ペンキで大改装・美フォーアフターしませんか！
住宅の屋根・外壁・天井・破風雨樋・サビ・カビ・
ヒビ割れなどありませんか！
現在の色、又御自分の好きな色でリフレッシュ
＊＊店舗・オフィス・会社・工場内外等＊＊

＊見積り無料
　　いつでもお電話お待ちしております

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８随時、経験者・見習い募集中です

今話題の防かび塗装・遮熱塗料・光触媒塗料
など特殊塗装もお任せください。
店舗の模様替え、会社の社員食堂、
休憩所等の塗り替えも、お任せください。

住民の皆様に送付している
マイナンバーの
｢通知カード｣

引越前の市区町村引越先の市区町村お住まいの
市区町村

身分証明書となる
「マイナンバーカード」
（個人番号カード）

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ

る
引
越
し
で
、
住
所
を
異
動
さ

れ
る
方
は
、
住
民
票
の
異
動
の

届
出
（
転
出
届
、
転
入
届
、
転

居
届
等
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
他
の
市
区
町
村
に
転
出
・
転

入
さ
れ
る
場
合

［
転
出
前
に
］

転
出
届
を
提
出
し
て

転
出
証
明
書
を
受
け

取
る
。

［
転
居
し
た
日
か
ら

　
　

14
日
以
内
に
］

転
居
届
を
提
出

［
転
入
し
た
日
か
ら

　
　
　

14
日
以
内
に
］

転
出
証
明
書
を
添
え

て
転
入
届
を
提
出
す

る
。

○
同
一
の
市
区
町
村
内
で
転
居

さ
れ
る
場
合

※
正
当
な
理
由
が
な
く
住
民
票

の
異
動
の
届
出
を
し
な
い
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に

処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の｢

通
知

　

カ
ー
ド｣

、｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）｣

、

　

｢

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド｣

　

の
住
所
変
更
の
届
出
も
お
忘

　

れ
な
く
！

※
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
の
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課

　
　
　

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平

成
30
年
３
月
分
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，

４
９
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る

納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。

※
役
場
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に

よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の

あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区
町

村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご

相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
村
住
民
福
祉
課

　
　
　

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２
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村
役
場　

休
日
窓
口
業
務
の

一
部
停
止
の
お
知
ら
せ

　

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、

次
の
日
に
限
り
「
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
、
各
種
税
証
明
書
」

に
つ
い
て
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
休
日
窓
口

開
庁
業
務
（
戸
籍
証
明
書
の
交

付
、
各
種
税
金
及
び
使
用
料
の

納
付
）
に
つ
き
ま
し
て
は
通
常

通
り
で
す
。

○
発
行
を
停
止
す
る
日

　

３
月
31
日
㈯
、
４
月
１
日
㈰

問
村
住
民
福
祉
課

　
　
　

住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

高
齢
者
向
け
「
医
療
・
介
護
あ

ん
し
ん
セ
ッ
ト
」
の
ご
案
内

　

県
南
地
域
で
は
入
院
後
の
退

院
時
に
支
援
ル
ー
ル
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

「
県
南
地
域
退
院
支
援
ル
ー

ル
」
と
は
、
病
院
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
町
村
が
連

携
し
て
高
齢
者
（
介
護
の
必
要

な
方
）
の
入
院
か
ら
退
院
ま
で

の
情
報
を
共
有
し
て
退
院
に
向

け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な

ど
を
行
う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

「
医
療
・
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ッ

ト
」
と
は

　

医
療
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

お
薬
手
帳
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
名
刺
の
４
つ
を
セ
ッ

ト
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

泉
崎
村
を
含
む
県
南
地
域
で

は
、
こ
の
退
院
支
援
ル
ー
ル
に

基
づ
き
、
要
介
護
（
支
援
）
認

定
を
受
け
た
方
に
「
医
療
・
介

護
あ
ん
し
ん
セ
ッ
ト
」
を
収
納

で
き
る
ケ
ー
ス
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

も
し
も
入
院
と
な
っ
た
時
は

こ
の
セ
ッ
ト
を
病
院
に
提
示
す

る
こ
と
で
退
院
後
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
円
滑
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
名

刺
に
つ
い
て

①
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
名

刺
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

②
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
決
ま
っ
た
ら
名
刺
を
い
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
村
住
民
福
祉
課

　
　
　

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

問
泉
崎
村

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
７
７
７

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

各
種
農
政
事
業
説
明
会

　

水
稲
及
び
畑
作
農
家
の
方
を

対
象
に
、
平
成
30
年
度
経
営
所

得
安
定
対
策
事
業
及
び
各
種
農

政
事
業
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

○
開
催
日　

３
月
23
日
㈮

○
時
間　

午
後
７
時
～

○
場
所　

村
役
場
村
民
ホ
ー
ル

○
内
容　

経
営
所
得
安
定
対
策

事
業
、
農
業
振
興
事
業
、
収
入

保
険
制
度
、
全
量
全
袋
検
査
結

果
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ

い
て

問
村
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

川
　
柳

半
額
の

　

ラ
ベ
ル
が
い
つ
も
目
に
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

走
り
ゆ
く
電
車
の
窓
は
雪
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

老
い
先
は
多
才
脳
力
人
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

庭
に
咲
く

　

福
寿
の
花
に
い
や
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

子
育
て
に
夢
中
な
頃
が
花
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡

疲
れ
た
心
を
い
や
し
て
呉
れ
る

　

夕
空
染
め
る
茜
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

風
の
香
り
と
空
気
の
匂
い

　

古
里
想
う
茜
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

空
に
た
な
び
く
真
白
き
雲
が

　

茜
雲
へ
と
変
わ
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

茜
に
染
ま
る
夕
や
け
雲
が

　

空
一
面
に
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

真
赤
に
萌
え
る
茜
の
空
に

　

今
日
の
幸
せ
胸
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ
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こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
き
た
い
！

「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
３
つ
の
約
束
」

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、W

i-F
i

っ
て

何
？

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
普
及

を
背
景
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
す
る
手
段
と
し
て
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
電

波
を
使
っ
て
情
報
を
や
り
と
り

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
一

般
的
に
は
、
「W

i-F
i

（
ワ
イ

フ
ァ
イ
）
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
、

な
じ
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

一
番
の
利
点
は
、
ど
こ
で
も

好
き
な
場
所
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
、
気
軽
に
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利

用
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
電

波
を
使
っ
て
情
報
を
や
り
と
り

す
る
た
め
、
便
利
な
半
面
、
適

切
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
と
ら
ず
に
い
る
と
、
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
通
信
内
容
が
盗

み
見
ら
れ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
の

配
布
な
ど
に
悪
用
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

無
防
備
な
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
の

危
険
性
と
は
？

①
通
信
内
容
が
盗
み
見
ら
れ
る

　

利
用
者
が
気
づ
か
な
い
う
ち

に
、
電
波
が
届
く
と
こ
ろ
か

ら
、
閲
覧
し
て
い
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど
の
通
信
内

容
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
と
い
っ

た
大
切
な
情
報
を
他
人
に
盗
み

見
ら
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

②
他
人
か
ら
無
断
で
端
末
に
ア

ク
セ
ス
さ
れ
て
し
ま
う

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
端
末
と
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
定
に
よ
っ
て
は
、

同
じ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
利

用
す
る
他
の
人
が
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
通
じ
て
、
あ
な
た
の
端
末

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
あ
な
た

の
端
末
に
保
存
さ
れ
て
い
る
写

真
や
動
画
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

の
大
切
な
情
報
が
、
他
人
に
盗

ま
れ
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
た

り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
他
人
に
使
わ
れ
た
り
、
犯
罪

な
ど
に
悪
用
さ
れ
た
り
す
る

　

適
切
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
誰
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
他
人
に
無
断
で
使
わ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
安
全
に
利
用
す

る
た
め
に
は
？

約
束
１　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用

す
る
と
き
は
、
大
事
な
情
報
は

S
S
L/TLS

で
や
り
と
り

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
一
般

に
通
信
内
容
を
盗
み
見
ら
れ
る

危
険
性
が
あ
る
も
の
で
す
が
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
電
波
を
使
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

信
頼
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

サ
ー
バ
と
の
間
で
、
デ
ー
タ
を

暗
号
化
し
て
送
受
信
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。

　

特
に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
の
ロ
グ
イ
ン
情
報
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
暗
証
番

号
と
い
っ
た
大
切
な
情
報
、
名

前
や
住
所
、
写
真
、
動
画
な
ど

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情

報
を
や
り
と
り
す
る
と
き
に
は
、

「SSL/T
LS

」
に
よ
る
暗
号
化

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
、
送
受
信
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

約
束
２　

公
共
の
場
で
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
と
き
は
、

フ
ァ
イ
ル
共
有
機
能
を
解
除

　

フ
ァ
イ
ル
共
有
機
能
が
、
公

共
の
場
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用

す
る
と
き
に
有
効
に
な
っ
て
い

る
と
、
他
人
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
保
存
し
て

あ
る
フ
ァ
イ
ル
を
読
み
取
ら
れ

た
り
、
不
正
な
フ
ァ
イ
ル
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）

を
送
り
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
を
回
避
す

る
た
め
に
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
機

能
は
家
庭
や
職
場
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

接
続
す
る
際
の
み
の
利
用
と
し
、

公
共
の
場
で
は
解
除
し
ま
し
ょ

う
。

約
束
３　

自
分
で
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
設
置
す
る
場
合
に
は

適
切
な
暗
号
化
方
式
を
設
定

　

自
分
で
設
置
し
た
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
で
も
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
、
電
波
の
届
く
場
所
か

ら
他
人
に
通
信
内
容
を
盗
み
見

ら
れ
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
配
布

な
ど
に
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
親
機
を
設
置
す
る
と
き
に
、

Ｗ
Ｐ
Ａ
（W

i-F
i Protected 

A
ccess

）
や
Ｗ
Ｐ
Ａ
２
と
い
っ

た
適
切
な
暗
号
化
方
式
を
設
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
村
総
務
課

　
　

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９
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幼
稚
園
で
家
庭
教
育
学
級

「
茶
道
体
験
」

　

１
月
26
日
㈮
、
幼
稚
園
特

設
茶
室
に
お
い
て
、
白
河
市

在
住
の
江
戸
千
家
、
川
崎
宗

代
氏
と
社
中
８
名
の
方
々
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
年
長

児
と
年
長
児
保
護
者
を
対
象

に
家
庭
教
育
学
級
「
茶
道
体

験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
「
日
本
の

伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
触

れ
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
行
わ
れ
、
和
服
姿
の
先
生

方
と
共
に
背
筋
を
伸
ば
し
て

正
座
し
、
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

雪
う
さ
ぎ
の
和
菓
子
や
抹
茶

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
最

後
は
感
謝
の
挨
拶
で
終
わ
り

ま
し
た
。

　

茶
室
に
入
る
子
供
た
ち
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
に

は
、
程
よ
い
緊
張
感
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
が
、
温
か
い

言
葉
で
一
つ
一
つ
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
作
法
を
学

び
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
緊
張
の
中

に
も
「
お
茶
お
い
し
い
」
と

心
の
中
に
は
ど
ん
な
鬼
が
い
る

か
な

つ
る
し
雛
提
供
の
皆
様

〔お祝・法要・弔事・快気祝・御中元等〕

ふとんのリフォーム直せる・作れる
ふとん打直し加工…掛敷共各１枚7，450円

西川チェーン店のきたむら寝具館

言
っ
て
飲
み
、
茶
碗
の
模
様

や
和
服
の
柄
に
も
興
味
を
示

す
な
ど
、
観
察
力
に
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
少
児
と
年
中
児
は
、
各

ク
ラ
ス
に
お
い
て
和
菓
子
と

抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
育
所
で
子
ど
も
豆
ま
き
会

　

２
月
２
日
㈮
村
保
育
所

ホ
ー
ル
に
て
な
か
よ
し
ク

ラ
ブ
の
お
友
達
も
参
加
し
て
、

子
ど
も
豆
ま
き
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

節
分
の
由
来
に
つ
い
て
の

話
を
聞
い
た
り
、
「
豆
ま

き
」
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
代
表
と
、
な
か

よ
し
ク
ラ
ブ
の
代
表
の
お
友

達
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

中
央
公
民
館
で

つ
る
し
雛
展
示

　

２
月
９
日
㈮
、
村
中
央
公

民
館
で
、
有
志
の
皆
様
の
提

供
に
よ
る
「
つ
る
し
雛
」
を

飾
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
玄
関
を
入
っ
た

正
面
に
飾
ら
れ
、
来
館
者
は

様
々
な
飾
り
に
目
を
奪
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

つ
る
し
雛
は
、
江
戸
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
五
穀

豊
穣
や
子
供
の
健
や
か
な
成

長
な
ど
を
願
い
飾
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
手
作
り
で
き
る

雛
飾
り
と
し
て
各
地
で
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
分
で
制
作
し
た
お
面
や
、

豆
を
入
れ
る
バ
ッ
ク
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
赤
鬼
と
緑
鬼
が

登
場
す
る
と
、
び
っ
く
り
し

た
様
子
の
子
供
た
ち
。
泣
き

出
し
て
し
ま
い
そ
う
な
お
友

達
も
い
ま
し
た
が
、
「
心
の

中
の
悪
い
鬼
を
追
い
出
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
掛
け
声
で

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と

元
気
に
豆
に
見
立
て
た
ボ
ー

ル
を
ぶ
つ
け
て
鬼
を
退
治
し

ま
し
た
。

　

各
保
育
室
で
も
担
任
と
一

緒
に
子
供
た
ち
が
落
花
生
を

ま
き
、
昔
な
が
ら
の
行
事
に

触
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

茶道を楽しむ親子
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幼
稚
園
で

節
分
「
豆
ま
き
会
」

　

２
月
２
日
㈮
、
各
学
年
で

「
豆
ま
き
会
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

昔
の
人
は
悪
い
病
気
が
流

行
っ
た
り
、
作
物
が
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

鬼
の
仕
業
だ
と
思
い
、
鬼
を

追
い
払
う
た
め
に
豆
を
ま
い

た
り
、
鬼
の
嫌
い
な
イ
ワ
シ

の
頭
を
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
刺

し
て
玄
関
に
飾
っ
た
り
し
た

よ
う
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
絵
本
や
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
を
利
用
し
た
り
、
ヒ

イ
ラ
ギ
と
イ
ワ
シ
の
実
物
を

見
せ
た
り
し
て
、
子
供
た
ち

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
み
ん
な
の
心
の

中
に
い
る
悪
い
鬼
を
退
治
し

よ
う
と
、
手
作
り
の
鬼
の
お

面
を
つ
け
、
豆
を
持
っ
て
準

備
万
端
の
所
へ
鬼
が
登
場
し

ま
し
た
。

　

び
っ
く
り
す
る
子
、
驚
い

て
泣
き
出
す
子
、
固
ま
っ
て

動
け
な
く
な
る
子
、
泣
き
な

が
ら
も
鬼
に
立
ち
向
か
っ
て

幼
稚
園
で

入
園
予
定
児
「
一
日
入
園
」

　

２
月
６
日
㈫
、
平
成
30
年

度
入
園
予
定
児
の
一
日
入
園

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
お
友
達
を
前
に
張

り
き
っ
て
臨
ん
だ
一
日
入
園

で
は
、
リ
ズ
ム
を
披
露
し
た

り
、
一
緒
に
手
遊
び
を
し
た

り
し
て
、
お
姉
さ
ん
、
お
兄

鬼は外、福は内

色とりどりの団子、きれいだね

幼
稚
園
で
「
団
子
さ
し
」

　

１
月
19
日
㈮
、
幼
稚
園
で

団
子
さ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
泉
崎
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
」
「
泉
崎
村
い

ち
ょ
う
の
会
」
の
皆
様
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各

ク
ラ
ス
で
、
赤
、
黄
、
緑
、

白
の
４
色
の
団
子
を
丸
め
ま

し
た
。

　

色
鮮
や
か
に
茹
で
上
が
っ

た
団
子
を
見
て
、
「
き
れ

い
」
「
い
い
匂
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ズ
キ
に
団
子
や
小
判
、

鯛
な
ど
の
飾
り
を
付
け
、
み

ん
な
で
茹
で
上
が
っ
た
団
子

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
米
本
来
の
味
と
香
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
団
子
を

「
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
食

べ
る
子
供
た
ち
の
姿
に
、
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
た

ち
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

団
子
さ
し
と
は
、
小
正
月

に
行
わ
れ
る
行
事
で
「
豊

作
」
や
「
無
病
息
災
」
の
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

今
は
食
べ
物
の
豊
か
な
時

代
で
す
。
で
も
、
昔
は
、
農

家
の
方
が
一
生
懸
命
作
ら
れ

た
お
米
を
大
切
に
食
べ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

昔
の
人
々
の
知
恵
や
そ
の

年
中
リ
ズ
ム

踊
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン

い
く
子
と
様
々
な
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
豆
を
ぶ
つ
け
た
こ
と

で
、
鬼
と
子
供
た
ち
の
心
の

中
の
悪
い
鬼
も
退
治
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
長
組
で
は
、
フ
ラ
イ
パ

ン
で
大
豆
を
煎
り
、
そ
れ
を

食
べ
ま
し
た
。

　

豆
を
食
べ
た
子
供
た
ち
に
、

今
年
も
健
康
で
良
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

心
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
ら

の
行
事
が
色
あ
せ
る
こ
と
な

く
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ

伝
え
ら
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
伝

統
行
事
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

さ
ん
ぶ
り
を
発
揮
し
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

発
表
の
最
後
に
、
年
長
児
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
、
新
入

児
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。

　

学
年
発
表
の
後
は
、
幼
稚
園

で
使
用
す
る
教
材
を
購
入
し
た

り
、
預
か
り
保
育
の
説
明
を
聞

い
た
り
と
長
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
の
入
園
式
に
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。



　

岡
部
さ
ん
は
「
一
戦
で
も

多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
、
熊
田
さ
ん
は
「
上

の
大
会
に
行
け
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
大
会
へ
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。
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幼
稚
園
で
縄
跳
び
記
録
会

　

体
力
増
進
活
動
「
い
ず

み
っ
こ
タ
イ
ム
」
で
、
毎
日

マ
ラ
ソ
ン
や
リ
ズ
ム
、
縄
跳

び
等
で
体
を
鍛
え
て
き
た
子

供
た
ち
が
、
２
月
８
日
㈭
縄

跳
び
記
録
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

年
長
組
代
表
が
元
気
よ
く

園
長
先
生
の
前
で
「
ち
か
い

の
こ
と
ば
」
を
発
表
す
る
と
、

園
長
先
生
か
ら
開
会
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
中
組
は
前
跳
び
、
年

長
組
は
前
跳
び
と
後
ろ
跳

び
に
取
り
組
み
、
年
少
組
は

ス
テ
ー
ジ
か
ら
大
き
な
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
い
つ
も
と

違
っ
た
環
境
の
中
で
、
緊
張

し
な
が
ら
も
自
分
の
記
録
に

挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

記
録
が
伸
び
た
子
、
緊
張
し

て
思
う
よ
う
に
跳
べ
な
か
っ

た
子
と
様
々
で
し
た
が
、
一

生
懸
命
頑
張
る
姿
に
成
長
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
縄
跳
び
の
記
録

に
挑
戦
す
る
子
供
た
ち
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

が
ん
ば
っ
て
、
た
く
さ
ん
跳

ぶ
ぞ

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
激
励
金
を
交
付

　

１
月
31
日
㈬
、
第
13
回
県

南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
上
位

入
賞
し
、
県
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
、
泉
崎
中
学
校
の

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

と
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

激
励
金
交
付
式
は
役
場
村

長
室
で
行
わ
れ
、
代
表
の
岡

部
雄
さ
ん
と
熊
田
紅
葉
さ
ん

に
久
保
木
村
長
か
ら
激
励
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

木
製
地
球
儀
の
巡
回
展
示

　
「
第
69
回
全
国
植
樹
祭
」

が
、
平
成
30
年
６
月
10
日

に
福
島
県
（
南
相
馬
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
全
国
植
樹
祭
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て｢

木
製
地
球

儀｣

が
、
県
内
全
市
町
村

に
お
い
て
巡
回
展
示
さ
れ

て
お
り
、
泉
崎
村
で
は
１

月
23
日
㈫
か
ら
１
月
26
日

㈮
ま
で
、
村
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
内
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
大
会
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
は
初
め

て
の
開
催
と
な
り
、
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

海
岸
防
災
林
を
式
典
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
南
地
方
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト

広
場
を
Ｐ
Ｒ
会
場
と
し
て
、

式
典
の
中
継
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
、
森
林
や
林
業
を
中

心
と
し
た
県
南
地
方
の
魅

力
が
広
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。

岡部さん（中央左）と熊田さん（中央右） 展示された木製地球儀

い
ま
す
。

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科  

3/2のみ休診

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科
3/8午前のみ休診

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

八木正樹
小児科

3/8のみ診療

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科  

3/2のみ休診

小林利男
整形外科・内科
第１土曜日診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2・4土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
3/5のみ診療

八木正樹
小児科

3/8のみ診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は 14時30分までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
� 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

※ 3月2日（金）終日と3月8日（木）午前中は、内藤先生不在のため休診になります。

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

診療所外来３月担当医

■泉崎南東北公開講座のお知らせ
○期　日　３月24日㈯
○開　場　13時30分
○講　演　14時00分～15時00分
○会　場　泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
○入場料　無料
○演　題
　「病気とどう向き合いますか？
　　part2～多くの患者さんから学んだこと～」

緑川博文先生
総合南東北病院
循環器・血管外科

■職員募集
　泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンターでは正規職員を募集しております。躍進を続ける南東北病院グ
ループの一員として、一緒に働きませんか！意欲と情熱を持つ皆さんのご応募をお待ちしております。

詳しくは、当施設のホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター　☎ 0248-53-2415 ㈹
受付時間：月～土曜日（祝日を除く）　8 時 30 分～ 17 時 00 分　事務課採用担当

職種 募集人数 資格等 給与・休暇等 備考

介護福祉士
（新卒者含む） 2 人

①介護福祉士
②介護福祉士国家
　資格取得見込み

●基準給（初任給）　月額 159,500 円
　※経験者は経験年数を加算します。
●賞与年 2 回
●昇給年 1 回
● 4 週 7 休制

⑴普通自動車運
転免許が必要で
す。
⑵勤務シフトには
夜勤も含まれま
す。介護スタッフ 1 人 介護職員初任者研

修資格のある方

●基準給（初任給）　月額 151,000 円
●賞与年 2 回
●昇給年 1 回
● 4 週 7 休制
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温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

　

自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け

て
、
あ
せ
ら
ず
に
や
さ
し
く
寄

り
添
い
な
が
ら
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

最
近
こ
の
よ
う
な
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

○
悲
し
い
・
憂
う
つ
・
沈
ん
だ

気
分
に
な
る
。

○
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
な
い
。

○
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
こ

と
が
楽
し
め
な
い
。

○
疲
れ
や
す
く
元
気
が
出
な
い
。

○
寝
つ
き
が
悪
い
、
眠
れ
な
い
。

○
食
欲
が
な
い
、
食
事
が
お
い

し
く
な
い
。

○
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と

思
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
心
が
疲
れ
て
い
る

サ
イ
ン
で
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
続
く
と
き

に
は
、
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人

や
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防

の
た
め
の
行
動

【
気
づ
き
】

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

い
て
声
を
か
け
る
。

　

発
言
や
行
動
、
体
調
な
ど
変

化
に
気
づ
い
た
ら
「
ど
う
し
た

の
」
な
ど
自
分
に
で
き
る
声
か

け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
傾
聴
】

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る
。

　

本
人
の
言
い
た
い
こ
と
や
悩

み
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、

否
定
せ
ず
、
共
感
し
た
上
で
、

相
手
を
大
切
に
思
う
自
分
の
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

【
つ
な
ぎ
】

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る

よ
う
促
す
。

　

抱
え
込
ま
ず
、
公
共
相
談
機

関
や
医
療
機
関
な
ど
の
専
門
の

相
談
機
関
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
見
守
り
】

保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
へ
」

泉
崎
村
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
）
を
行
う

ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
男
性
不
妊
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
助
成
の
内
容

　

１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円

ま
で
を
上
限
に
、
通
算
６
回
ま

で
助
成
し
ま
す
。

　

福
島
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
を
優
先
し
て
適
用
し
、

そ
の
制
度
に
よ
る
給
付
額
を
控

除
し
た
額
が
助
成
対
象
費
用
と

な
り
ま
す
。

○
申
請
先

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

福
島
県
で
は
、
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
（
男
性
不
妊
を

含
む
）
、
不
育
症
治
療
費
助
成

事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
妊
や
不
育
の
専
門
相
談
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
６
４
７

○
相
談
先

心
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５
６

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
所
等
、
村
で
も
心
の
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　②看護員　③ 調理員　④ 生活相談員

特別養護老人ホーム老舗蒟蒻店さん
に教わる

   泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568 

Farmer’s Market

こころや

3月27日（火）14時～　ところてん作り教室（定員10名）

お供え用の切花やぼたもちを

沢山取り揃えております

3月17日(土)～24日(土) ※3月18日(日)は　臨時営業します

 



《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号

ひとりでえほんかいました くすのき　しげのり アリス館 E-ｸ
さあ、なげますよ 角野　栄子 文溪堂 E-ｶ
おさるがおよぐ いとう　ひろし 講談社 K-913.6-ｲ
はじめてのミステリー名探偵登場！金田一耕助 横溝　正史 汐文社 K-913.6-ﾖ
キッズペディア　世界の国ぐに 小学館 K-290
キズナキス 梨屋　アリエ 静山社 YA-913.6-ﾅ
Dの遺言 柴田　哲孝 祥伝社 913.6-ｼ
家事代行のプロが教えるかしこいそうじ術 家事代行サービスCaSy 学研プラス 597.9-ｶ
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

絵本に夢中！
　図書館では、28年度から６～８か月児
健康相談でブックスタートを行っています。
子供たちは、手でさわったり、舐めたり絵
本に興味をもっていました。親子でのコ
ミュニケーションのツールとして活用して
いただければと思います。

福田千晶／監修
日東書院

つらい時期を乗り
切る方法を紹介し
ます。

加藤千恵／著
ポプラ社

不思議なジンクス
が伝わる中学校を
舞台に温かい物語。

平野恵理子／作
福音館書店

ひなまつりのお楽しみは、
お母さん特製の「ちらし
ずし」。今年は、おねえ
ちゃんも一緒に作る！？

野上　暁／編
偕成社

春を描いた短編・
詩15編を紹介しま
す。

『窓から見える
　　　　最初のもの』

『花粉症がみるみる
　　よくなる62の対策』

『おひなまつりの
　　　ちらしずし』 『春ものがたり』『春へつづく』

《知っていますか？図書館活用法》

村木美涼／著
早川書房

四者四様の物語。ア
ガサ・クリスティー
賞大賞受賞作。

プリザーブドフラワー・ギフト販売

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00

　３月３日の桃の節句
にあわせて、雛人形を
飾りました。３月末ま
で展示予定です。入口
横に展示してあります。
図書館に気軽にお越し
ください。

　泉崎図書館では、ＮＤＣ（日本十進分類法）に基づいて本を並べています。また、読み物は作
者名の５０音順に並んでいます。図書館のことで分からないことやお探しの本が見つからないと
きは、お気軽に職員にお声かけください。

今月のおすすめの本
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〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

鈴
木
保
子
・
佐
川
弥
七

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

白
河
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

不
動
産
登
記
や

会
社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多

重
債
務
、
小
額
の
裁
判
、
成
年

後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

○
開
催
日　

４
月
５
日
㈭
、

　
　
　
　
　

６
月
７
日
㈭

○
時
間　

17
：
00
～
20
：
00

○
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
祝
祭
日
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
、
10
：
00
～

12
：
30
、
13
：
30
～
16
：
00
）

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
白
河
司
法
書
士

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
８
１
・
５
５
３
９

東
北
一
斉
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
無
料
電
話
相
談
会

○
日
時　

３
月
19
日
㈪

　
　
　
　

10
：
00
～
19
：
00

○
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策

東
北
弁
護
団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す

（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）
。

○
対
象　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は

そ
の
ご
家
族
（
患
者
が
亡
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
相

続
人
）

○
電
話
相
談
の
番
号

☎
０
２
２
・
７
２
１
・
８
０
６
３

予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会

日
時
に
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？

　

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種

に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
と
認
め
ら
れ
る
患
者
に
対

し
病
態
に
応
じ
て
50
万
円
～

３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
が

支
払
わ
ら
れ
る
制
度
で
す
。
た

だ
し
、
給
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
を
相
手
に
訴
訟
を
し
て

証
拠
に
基
づ
き
救
済
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
国
と
和
解
等
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団

事
務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事

務
所
）

☎
０
１
２
０
・
７
６
・
０
１
５
２

平
成
30
年
４
月
か
ら
無

期
労
働
契
約
へ
の
転
換

申
込
み
が
本
格
化
し
ま

す
。

○
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

と
は

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新

さ
れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
時

は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約

（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
で

き
る
ル
ー
ル
で
す
。
通
算
５
年

の
カ
ウ
ン
ト
は
平
成
25
年
４
月

１
日
以
降
に
締
結
し
た
有
期
労

働
契
約
か
ら
開
始
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方
は

　

雇
用
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
契
約
期
間
に
定
め

が
あ
る
有
期
労
働
契
約
が
５
年

を
超
え
る
す
べ
て
の
方
が
対
象

で
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
は
問
い

ま
せ
ん
。

○
ま
ず
は
、
無
期
転
換
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

http://m
uki.m

hlw
.go.jp/

無
期
転
換
サ
イ
ト
で
検
索

問
福
島
労
働
局

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

３
月
10
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

相　
　

談

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
９

確
定
申
告
・
納
付
期
限

の
お
知
ら
せ

◎
確
定
申
告
・
納
付
は
お
済
み
で

す
か
。

　

平
成
29
年
分
所
得
税
等
の
申

告
・
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税　

３
月
15
日
㈭

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税　

４
月
２
日
㈪

◎
振
替
納
税
を
利
用
し
た
場
合
の

案　
　

内



止
措
置
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３
・
５
５
３
９
・
０
４
５
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試

験
・
大
卒
程
度
試
験
）
及
び
一

般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試

験
・
大
卒
程
度
試
験
）
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

期
間　

３
月
30
日
㈮
９
：
00
～

　
　
　

４
月
９
日
㈪
受
信
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　
　
　

４
月
29
日
㈰

【
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試

験
）
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付

期
間　

４
月
６
日
㈮
９
：
00
～

　
　
　

４
月
18
日
㈬
受
信
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　
　
　

６
月
17
日
㈰

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報
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募　
　

集

振
替
日

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
等
の

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

４
月
20
日
㈮

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

４
月
25
日
㈬

問
白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

　

音
声
案
内
で
「
２
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ

グ
の
リ
コ
ー
ル
対
象

車
種
の
早
期
改
修
の

お
知
ら
せ

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の
リ

コ
ー
ル
対
象
で
異
常
破
裂
す
る

危
険
性
が
高
い
未
改
修
車
両
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
５
月
か

ら
、
リ
コ
ー
ル
未
改
修
の
場
合
、

車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
車
種
か
ど
う
か
検
索
シ

ス
テ
ム
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.jaspa.or.jp/

user/m
ycar/application/

recallsearch.htm
l

問
国
土
交
通
省
タ
カ
タ
車
検
停

問
人
事
院
東
北
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２
・
２
２
１
・
２
０
２
２

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

泉
崎
特
産
・

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ゲ
ー
ト
リ
ボ
競
技

　
　
　
　
　

子
供
教
室

　

泉
崎
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

に
お
い
て
「
ゲ
ー
ト
リ
ボ
」
子

供
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

親
子
ペ
ア
で
連
携
を
取
り
な

が
ら
楽
し
め
る
簡
単
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

事
前
申
込
不
要
、
運
動
で
き

る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料

〇
開
催
期
日　

３
月
３
日
㈯
、

　
　
　
　
　
　

３
月
24
日
㈯

○
開
催
時
間

　

10
：
00
～
11
：
30
ま
で

※
毎
回
・
記
念
下
敷
き
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
先
着
５
名
様
）

問
村
中
央
公
民
館
内
泉
崎
村

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
５
８

催　
　

し

材　料　じゃがいも　４個、玉ねぎ　１個、ベーコン　３枚、チーズ　１００ｇ、
　　　　春巻きの皮　１０枚、トマト　１個、塩・こしょう　少々、ケチャップ　大１、
　　　　油　適量

今日の晩御飯　＜ヘルシーピザ風コロッケ＞
平成29年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品③

★★★　　今月おすすめレシピ　　教育長賞　須藤咲来さん、茂木淳子さん　　★★★

◆
作
り
か
た

①
じ
ゃ
が
い
も
を
四
つ
に
切
っ

て
６
分
茹
で
、
つ
ぶ
す
。

②
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
す

る
。
ト
マ
ト
は
皮
を
湯
む
き
し

て
、
細
か
く
切
る
。
ベ
ー
コ
ン

も
細
か
く
切
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
で
②
の
玉
ね
ぎ
、

ベ
ー
コ
ン
、
ト
マ
ト
を
炒
め
、

塩
こ
し
ょ
う
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

い
れ
て
、
汁
が
な
く
な
る
ま
で

炒
め
る
。

④
①
に
③
と
チ
ー
ズ
を
入
れ
て
、

ま
ぜ
る
。

⑤
春
巻
き
の
皮
で
④
を
包
み
、

多
め
の
油
で
揚
げ
焼
き
に
す
る
。

◆
コ
メ
ン
ト

　

春
巻
き
の
皮
を
使
う
こ
と
で
、

カ
ロ
リ
ー
を
お
さ
え
、
祖
父
が

作
っ
た
野
菜
を
使
用
し
ま
し
た
。



20
（火）

１歳児・２歳児健康相談（フッ素塗布)
満了式

●可燃ごみ

21
（水）休日窓口開庁日（役場・社協）

22
（木） ・ 小学校修了式

23
（金）

修了式
・ 卒業証書授与式

●可燃ごみ■不燃ごみ

24
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

26
（月）

27
（火）●可燃ごみ

28
（水）▲資源ごみ

29
（木）休肝日

広報
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※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医３
■ 内科・外科■ 小児科 ■ 歯科

11（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

わ た な べ 内 科 医 院
☎22-1531（白河市新白河）

岩 谷 歯 科 医 院
☎42-4363（矢吹町中町）

18（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

き た む ら 整 形 外 科
☎42-5533（矢吹町八幡町）

海 野 歯 科 医 院
☎25-7474（西郷村米字西原）

21（水） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎21-2166（白河市老久保）

小 針 医 院
☎42-2366（矢吹町曙町）

か た の 歯 科 医 院
☎22-8833（白河市結城）

25（日） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

南 湖 こ こ ろ の ク リ ニ ッ ク
☎23-4401（白河市関辺）

河 島 歯 科 医 院
☎23-2739（白河市天神町）

　1（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

き く ち 診 療 所
☎21-8672（中島村滑津）

国 馬 歯 科 医 院
☎45-2781（矢吹町奉行塚）

　8（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

白 河 市 表 郷 ク リ ニ ッ ク
☎32-2316（白河市表郷金山）

斎 須 歯 科 医 院
☎32-4347（白河市表郷金山）

３／

４／

今 月 の 行 事　　【３月10日～４月９日】

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

10
（土）

行政相談：心配ごと相談所開設
第４回ＰＴＡ奉仕作業
盆栽教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

11
（日）

絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

12
（月） 学校賞授与式

13
（火）

卒業証書授与式
なかよしクラブ

●可燃ごみ

14
（水）▲資源ごみ

15
（木） 修了式（年少、年中）

16
（金）

修了証書授与式
●可燃ごみ

17
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

18
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

19
（月）

学年末休業、預かり保育（3/19～
3/31）

30
（金）●可燃ごみ

31
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

4/1
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

２
（月）

入所式
集落排水使用料第６期納入期限
村営住宅使用料３月分納入期限

３
（火）●可燃ごみ

４
（水）▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

５
（木）

6
（金）●可燃ごみ■不燃ごみ

7
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

8
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

9
（月）

Izumizaki-Country　Village Spring Plan　2018　3/1 ～ 4/30

春の歓送迎会・お食事会・女子会 予約承り中です！

日帰り宴会コース
お一人様（税込） 3,500円～ ※ 5名様より承ります。

※ ご予算に応じます。

小グループのお客様でも個室をご用意致します。
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４Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

３ ３ ３
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H30.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H30.４.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

ど
の
木
に
も
春
が
来
て
ゐ
る
二
月
か
な　
　
　

栄　

子

突
き
抜
け
て
金
縷
梅
の
空
広
が
れ
り　
　
　
　
　

々

蔓
引
け
ば
空
ば
ら
ば
ら
と
落
ち
て
来
る　
　
　

潤　

子

早
春
や
枯
れ
枝
ひ
か
り
つ
つ
乱
れ　
　
　
　
　
　

々

辛
夷
の
芽
遠
嶺
は
白
あ
ら
た
に
す　
　
　
　
　

和　

子

古
草
の
中
の
青
草
手
を
振
れ
り　
　
　
　
　
　
　

々

滑
空
の
鳶
囃
し
た
る
大
枯
野　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き
こ

残
雪
を
ざ
く
ざ
く
踏
ん
で
香
る
も
の　
　
　
　
　

々

我
が
影
を
畳
み
て
門
の
春
に
入
る　
　
　
　
　

光　

德

春
な
れ
ば
未
知
の
山
道
ど
ん
ど
ん
行
く　
　
　
　

々

切
り
取
つ
て
お
き
た
る
空
に
冬
終
る　
　
　
　

圭　

子

水
仙
の
芽
の
い
つ
せ
い
に
南
向
く　
　
　
　
　
　

々

春
昼
の
手
を
当
て
し
岩
ぬ
く
も
れ
る　
　
　
　

堯　

子

喉
元
に
恋
の
予
感
の
浮
か
れ
猫　
　
　
　
　
　
　

々

道
々
に
語
る
こ
と
ば
や
名
草
の
芽　
　
　
　
　

戴　

子

大
け
や
き
耳
を
澄
ま
せ
ば
春
の
息　
　
　
　
　
　

々

庭
石
の
温
も
り
増
し
て
春
隣　
　
　
　
　
　
　

京　

子

見
上
げ
る
は
垂
直
の
幹
冬
青
空　
　
　
　
　
　
　

々

青
白
き
二
月
来
て
ゐ
る
裏
の
山　
　
　
　
　
　

文　

子

深
海
の
静
け
さ
に
あ
り
冬
の
家　
　
　
　
　
　
　

々

獣
性
を
取
り
戻
し
く
る
木
の
芽
谷　
　
　
　
　

光　

郎

こ
と
ご
と
く
木
か
げ
を
踏
め
り
早
春
路　
　
　
　

々

こ
と
ご
と
く
水
底
ひ
か
り
春
称
ふ　
　
　
　
　

直　

子

春
め
く
や
や
さ
し
く
な
れ
ば
葉
擦
れ
音　
　
　
　

々

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

お
悔
や
み

２月１日

現　　在

男 3,117
6,366 2,117

女 3,249

１月１日

現　　在

男 3,103
6,358 2,110

女 3,255

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

三
浦　

悠は
る
かく

ん

（
優
樹
さ
ん
・
由
希
子
さ
ん
）

五
十
嵐　

天て
ん
せ
い彗

く
ん

（
崇
さ
ん
・
愛
美
さ
ん
）

渡
辺　

陸り
く
と斗
く
ん

（
正
輝
さ
ん
・
由
香
さ
ん
）

安　

藤　

拓　

哉
さ
ん

　
　
　
　

理　

恵
さ
ん

白　

岩　

耕　

介
さ
ん

　
　
　
　

実　

夢
さ
ん

お
祝
い

鈴
木　

リ
ツ
さ
ん
（
87
歳
）

穂
積　

清
子
さ
ん
（
74
歳
）

白
岩　

喜
美
江
さ
ん
（
93
歳
）

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

平
成

30年
３

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

１：手作りお面をつけて

２：鬼は外、福は内

３：なかよしクラブの

　　お友達と一緒に

４：鬼の登場

子ども豆まき会　泉崎村保育所　2月2日(金)

広
報
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ず
み
ざ
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リレートーク 佐川純人さん（字大山）

次回、星栄子さんに
バトンタッチ！

　私は泉崎で生まれ育ち、就職した際
に村を一旦離れました。
　結婚を機に泉崎に戻り、今では二人
の子宝に恵まれ、幸せで充実した日々
を過しています。
　私は、これといった趣味があるわけ
ではないのですが、去年からプールに
通って泳いでいます。
　きっかけは息子の水泳教室への付き
添いで、見ているうちに自分も泳ぎた
いと思い、帰りに水泳用具一式を買い

揃えていました。
　元々泳ぐ事が好きでしたので、運動
不足だった私にはとても良い機会でし
た。
　今は息子の水泳教室が休みのため、
私一人で通っていますが、一人で泳い
でいるのも寂しいので、これから息子
を誘って行こうと思います。
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Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

緑
河
龍り
ゅ
う
の
す
け

之
丞
く
ん(

字
天
王
山)

水
野
谷
杏も
も
か和

ち
ゃ
ん(

字
庭
渡
神
社)

２

４

１

３

幼
稚
園
縄
跳
び
記
録
会
：
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
頑
張
る
子

供
た
ち


